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FASBの金融商品の開示について（2）
大　塚　宗　春
I　FASBの金融商品問題への取り組み
皿　公開草案「金融商品の開示」（1987年）
m　公開草案「金融商品の開示」（ユ987年）に対する反応
以上前号
W　基準書105号「オフ・バランス・シート・リスクをもつ金融商
　晶および信用リスクの集中している金融商品についての情報の開
　示幽」（1990年3月）の公表
　1　公開草案「オフ・バランス・シート・リスクをもつ金融商品およぴ信用
　　リスクの集中している金融商品についての情報の開示㈱」（1989年7月）
　　の公表
　FASBは公閑草案「金融商品の開示」の公表後，公開草案の規定の適用テス
トに参加した一群の企業および会計事務所と共働し，証券アナリスト，会計お
よびその他の職業専門家集団，および金融機関を規制する機関の代表と会合を
持ち，さらに，公關草案に寄せられたほぼ450のコメント・レターを分析する
ことにより，公開草案の開示要請の実行可能佳，潜在的な実施コストおよびそ
の結果としての情報の有用性について理解を深めた。その結果，FASBは大概
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の回答者が次の点では同意していることが分かった。すなわち，（工〕金融商品と
くにオフ・バランス・シート・リスクをもつ金融商品についての情報開示の改
善が金融商品プロジェクトの認識と測定局面の完成までの有用な中聞段階であ
ること，（2〕1987年の公關亭案で述べた開示の目的，すなわち認識された項目と
未認識の項目の両者を記述し，未認識の項目についての有用な尺度と認識され
た項目についての別の関連する尺度を提供し，投資家および債権者が認識され
た項目と未認識の項目のリスクと可能性を評価するのを援助する惰報を提供す
ることには一般に同意していること，および13）公開草案で確認したリスクの領
域一市場，信用および流動性リスクーはより一層比較可能な情報の開示を
必要としていること㈹である。
　しかしながら，多くの回答者はまた次の点も指摘していた。すなわち，（1）公
開草案の開示要求は余りに広範でその実施コストが高すぎること，／2）提案され
た要求は余りに数量的で，もっと記述的ないし質的情報が強調されるべきこと，
（3〕公開草案ではオフ・バランスの問題が十分考慮されていないこと鯛である。
　FASBはこのような反応等を慎重に審議した上で，ユ987年の公開草案で議論
した開不問題を二つの局面に分けて検討することにした。第一の局面はオフ・
バランス・シート・リスクを主として有する金融商品を考察対象とし，その範
囲，憧質，条件およびそれに関連する信用リスクを開示すること，およびすべ
ての金融商晶について信用リスクの集申を開示することにし，第二の局面は金
融商晶の他の側面の開示を考察することにした。そして第一の側面を扱う公開
草案「オフ・バランス・シート・リスクをもつ金融商品および信用リスクの集
中している金融商晶についての情報の開示」を1989年7月に公表した。
　この公開草案に対しては188通のコメント・レターが寄せられた。FASBは
公聴会を開催しなくても，これらの惰報に基づいて十分精通した決定を下せる
と判断し，公闘草案を若干修正して基準書105号「オフ・バランス・シート・
リスクをもつ金融商品および信用リスクの集中している金融商晶についての情
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報の開示」を1990年3月に公表した。
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　2　基準書105号「オフ・バランス・シート・1」スクをもつ金融商晶および
　　信用リスクの集中している金融商品についての情報の開示」の内容
　基準書105号は，オフ・バランス・シート・リスクを有する金融商品につい
てその範囲，性質および条件を記述するとともに信用リスクの開示を要求して
いる。またすべての金融商品について信用リスクの集中がある場合にはそれを
開示することを要求しているが，これについて説明を加える前に用語の定義を
行っているので，まずこの点をみることにしよう。
　（1）金融商品の定義
　105号では，金融商晶の定義を次のように下している鰯。
「金融商品とは，現金，事業体への所有主持分権の証拠または次のaおよびb
の両者を含む契約をいう。
a　ある事業体（第一の事業体）に，（1〕他の事業体（第二の事業体）に現金ま
　たは他の金融商品を引き渡す，または（2）他の事業体（第二の事業体）と潜在
　的に不利な条件で金融商晶を交換する契約上の義務を課す契約
b　当該他の事業体（第二の事叢体）に（1〕当該事業体（第一の事業体）から現
　金または他の金融商品を受け取る，または（3）当該事業体（第一の事業体）と
　潜在的に有利な条件で他の金融商品を交換する契約上の権利を与える契約」
　この定義は，1987年の公開草案の定義と表現こそ異なっているが，内容的に
は差異はないといえる。この金融商晶の定義に該当する金融商品として付録A
であげている例示は，1987年の公開草案の付録Aの金融商晶の例示であげてい
るものと同じであることからも明かである。
　（2）オフ・バランス・リスクの定義
　金融商品からの会計的損失のリスクには（乱）他の事業体が契約条件に従って履
行しないことから生じる損失の可能性（信用リスク），（b）市場価格の将来の変
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動のために金融商品の価値が減じたりその負担が増す可能性（市場リスク）お
よび（o）盗難または物理的損失のリスクが含まれるが，基準書では信用リスクと
市場リスクのみを対象としている㈱。会計的損失とは金融商品の権利と義務の
直接的緒果として，信用リスクと市場リスクという事由で認識しなければなら
ないこともある損失をさす6d。金融商晶のなかには，売掛債権のように資産と
して認識されている額が事業体にとっての会計的損失のリスクを反映している
ものもある。ところが資産として認識されている金融商品のなかには貸借対照
表に認識されている額を超える会計的損失のリスクに事業体を曝す条件付き権
利や義務を伴うものもある。例えば現金収入と支出の正味決済を条件とする金
利スワップ契約で現行の金利水準では現金を受け取る権利をもたらしているが，
将来金利水準が変化した場合，現金を引き渡す義務を課すことになるかも知れ
ない。こういった金融商晶はオフ・バランス・シート・リスクをもつ。また，
負債として認識されている金融商品のなかには，最終的な債務が貸借対照表に
認識されている額を超えることもあるため，会計的損失のリスクに事業体を曝
すものもある。例えば金融保証のもとでの最終の債務は負債として認識されて
いる額を超えることもある。これらの金融商品はオフ・バランス・シート・リ
スクをもつ帥。資産としても負債としても認識されていないが会計的損失のリ
スクに事業体を曝すこともある金融商品もある。フォワード・インタレスト・
レート・アグリーメントはその例である。こういった金融商晶もまたオフ・バ
ランス・シート・リスクをもつといえる働。このように基準書では，オフ・バ
ランス・シート・リスクをバランス・シートにあらわれない会計的損失の生じ
るリスクの意味で用いている。
　会計的損失のオフ・バランス・シート・リスクの定義を適用して，主な金融
商品についてオフ・バランス・シート・リスクが存在するかどうかを基準書に
従って示すと以下のようになる鯛。
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　　　会計的損失のオフ・バランス・シート（OBS）リスク
金融商品
　伝統的なもの
　　現　　金
　　外国通貨
　　定期預金（無利息，固定金利
　　　または変動金利）
　　償却原価で記録された社債
　　　（固定または変動利付社債，
　　　金利キャップ付きかどうか
　　　は問わない）
　　時価評価されている社債（営
　　　業勘定にあるもので，固定
　　　または変動利付社債，金利
　　　キャッブ付きかどうかは問
　　　わない）
　　転換社債（保有者の選択権に
　　　より行使価格で発行者の株
　　　式に転換可能；発行者の選
　　　択権により額面にプレミア
　　　ムを加えた額を支払うこと
　　　により償還可能）
　　売掛債権・手形債権，売掛債
　　　務・手形債務（無利息，圃
　　　定金利または変動金利）
　　貸付金（固定または変動金利，
　　　キャッブ付きかどうかは問
　　　わない）
　　預り保証金
　　未収収益■未払費用
　　普通株式（株式投資　　原価
　　　法または持分法）直
　　優先株（転換または参加）
　　優先株（非転換または非参
　　　加）
保有者亘
OBSリスクの種欝
0BSリスクd　CR　MR
NO
NO
NO
NO
NO
NO
NO
NO
NO
NO
NO
NO
NO
発行者b
OBSリスクの種賢
OBSリスクd　CR　MR
NO
N0
NO
NO
NO
NO
NO
NO
NO
NO
NO
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　宣言された配当
　空売りした金融商品から生じ
　　る債務
新しいもの
　逓増金利債務
　変動利付き償還可能手形
　CM0：
　　発行者によって借入として
　　処理されているCMO
　　発行者によって売上として
　　処理されているCMO
　売掛債権の譲渡：
　　投資家が発行者に売掛金の
　　簿価以下の額で償還講求を
　　持つ一発行者は借入とし
　　て処理
　　投資家が発行者に償還請求
　　を持つ一発行者は売上と
　　して処理
　　投資家が発行者に償還請求
　　を持ち，契約には変動金利
　　条項を含む一一発行者が売
　　上として処理
　　投資家は発行者に何等償還
　　請求権を持たない一発行
　　者は売上として処理
　売掛債権の証券化
　買い（売り）戻し条件契約：
　　発行者は借入として処理し
　　ている場合
　　発行者が売上として処理し
　　ている場合
　株式プット・オプション（オ
　　プション料は前払い）：
　　カバード・オプション
　　ネイキッド・オプション
　金利プット・オプション（オ
　　プション料は前払い）：
　　カバード・オプション
NO
NO
NO
NO
N0
NO
NO
NO
N0
NO
N0
NO
NO
NO
NO
売掛債権の譲渡と同じ
NO
YES　　　　　　×
NO
NO
NO
NO‘
N0
YES　　　×
YES　　　×　　×
NO
NO
YES　　　×　　×
YES　　　　　　×
YES　　　　　　×
YES　　　×　　×
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　ネイキッド・オプション　　　　　NO
株式，通貨または金利コー
　ル・オブション（オプション料は前払い）：
　カバード・オプション　　　　　NO
　ネイキッド・オプション　　　　NO
ローン・コミットメント：
　圃定金利
　変動金利
金利キャップ
金利フロアー
金融保証
変動金利でのNIF
変動金利による信用状（スタ
　ンバイ信用状）
NO
NO
NO
NO
NO
NO
NO
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YES　　　×　　×
YES　　　　　　×
YES　　　　　　×
YES
YES
YES
YES
YES
YES
YES
X　　　×
×
×
×
×
×
×
会計的損失のオフ・バランス・シート・リスク
取引の当事者由
OBSリスクの種類
OBSリスク　　　CR　　　MR
金融商晶
　金利スワップー発生べ一ス：
　　利益positiOnにいる場合
　　損失POSiti㎝　　・
　　利益と損失がネットされる場合1
　　　相殺の権利が存在する場合i
　金利スワップーマーク・ツー・
　　マーケット
　　利益positi㎝にいる場合
　　損失Positi㎝　　〃
　　利益と損失がネットされる場合1
　　　相殺の権利が存在する場合
　通貨スワツプ
　金灘先物契約一ヘッジ（マーク・
　　ツー・マーケットで損益繰延　52
　　号または80号の会計処理）
　　利益positi㎝にいる場合
yeS　　　　　　　　　　×
yeS　　　　　　　　　　×
yeS　　　　　　　　　×
yeS　　　　　　　　　×
yeS　　　　　　　　　　×
yeS　　　　　　　　　　×
金利スワツプと同じ
yes　　　　　　　　　　X
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　損失Position　　〃
　複数の契約をネット決済
金融先物契約一一非ヘッジ（マー
　ク・ツー・マーケット　52号また
　は80号の会計処理）
　利益pOSitionにいる場合
　損失positi㎝　　〃
　複数の契約をネット決済
先渡し契約一一ヘッジ（マーク・
　ツ」・マーケットで損益繰延）
　利益positi㎝にいる場合
　損失Positi㎝　　4
　利益と損失がネットされる場合：
　　相殺の権利が存在する場合I
先渡し契約一一非ヘッジ（マーク・
　ツー・マーケットで損益認識）
　利益positi㎝にいる場合
　損失Positi㎝　　〃
　利益と損失がネットされる場合1
　　相殺の権利が存在する場合I
　先渡し契約一一マーク・ツー・
　　マーケットでない
yeS　　　　　　　　　　×
yeS　　　　　　　　　　　×
yeS　　　　　　　　　　　×
yeS　　　　　　　　　　　×
yeS　　　　　　　　　　　X
yeS　　　　　　　　　　　X
yeS　　　　　　　　　　　×
yeS　　　　　　　　　　　X
yes　　　　　　　　　　　X
yeS　　　　　　　　　　　×
yeS　　　　　　　　　　　X
yeS　　　　　　　　　　　×
注：この例示に含まれている金融商晶の多くに信用リスクと市場リスクは存在するが，オフ・
　　バランス・シート・リスクを持つ金融商晶のみが“ズで示されている。
　　　保有者は買手と投資家を含む。
　　　発行者は売手と借り手とライターを含む。
　　　CR欄とMR欄のxは会計的損失のそれぞれのオフ・バランス・シート・リスクが存在
　　することを示している。そこに含まれるリスクの種類は
　　ユ　信用リスク（CR）一一他の当事者が契約条件に従って履行しないことから損失が生じ
　　る可能性
　　2　市場リスク（MR〕一市場価格の将来の変動が金融商晶の価値を減じたり，その負担
　　が増す可能性
　d　この欄の’yes”は会計的損失のオフ・バランス・シート・リスクが存在することを示し
　　ている。・口o一はオフ・バランス・シート・リスクがないことを示している。
　e　多くのジョイント・ベンチャーまたは他の持分法適用の投資は被投資会社に対する保証
　　債務を伴っている。この性質を持つ債務保証は信用リスクによる会計的損失のオフ・バラ
　　ンス・シート・リスクが存在し，他の金融保証とともに評価されるべきである竈
　f　発行者はトラストとスポンサーを意味する口
　9　金利プット・オプションは原資産（例えば特定の社債〕が信用リスクを持つなら信用リ
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スクを持つ。
h　スワップ，先渡し，先物は両側取引で，保有者と発行者という分類は適用されない。リ
スクは箏業体が保有するポジションにより評価される。
1　相殺の権利が存在しないとき売掛債権と買掛債務を相殺することはAPB　Opinion　No1C
OmnibusOpmion1966パラグラフ1C．およびFASBT㏄h皿icalBul1etmNo－88－2，Deimti㎝of
a　Right　of　Setoffに逢反している。
　（3）FASB105号で要求されている開示内容
　FASB105号は財務諸表の本体または付属注記で，次の情報の開示を要求し
ている。
①オフ・バランス・シート・リスクを伴う金融商晶について金融商晶の種類
　別に㈱，
　a　金融商晶の額面金額または契約金額（またはこれらの両方の金額がない
　　場合には想定元本額）
　b　金融商品の性質および条件。なお，この開示には最小限（1）これら金融商
　　品の信用リスクと市場リスクの内容，（2泌要現金および（3）APB　Opini㎝
　　No．22“会計方針の開示”の要請に従った会計方針
②オフ・バランス・シート・信用リスクを伴う金融商晶について金融商晶の
　種類別に㈱
　a　金融商晶の当事者が契約条件に従って完全に履行しないで，それに対す
　　る担保またはその他の保証がもしあるとしたら，それが事業体にとって無
　　価値であることが判明した場合に事業体が蒙るであろう会計的損失の額
　b　信用リスクに委ねられる金融商晶を支えるための担保またはその他の保
　　証を求める事業体の方針，その担保またはその他の保証への事業体の接近
　　に関する惰報およびこれらの金融商品を支える担保またはその他の保証の
　　性質および簡単な記述
③すべての金融商晶について信用リスクの著しい集申がみられる場合，相手
　が個人であろうと集団であろうと闘
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　a　集中をもたらす活動，地域または経済的特徴についての情報
　b　集中を構成する金融商品の当事者が契約条件に従って完全に履行しない
　　で，それに対する担保その他の保証がもしあるとしたら，それが事業体に
　　とって無価値であると判明した場合に事業体が蒙るであろう信用リスクに
　　よる会計的損失の額
　C　信用リスクに委ねられる金融商品を支えるために担保その他の保証を要
　　求する事業体の方針，その担保またはその他の保証への事業体の接近に関
　　する情報およびこれらの金融商品を支える担保または保証の性質および簡
　　単な記述
　以上のように，基準書105号はオフ・バランス・シート・リスクを伴う金融
商品と信用リスクの集中を伴う金融商品の開示を要求することにより，事業体
のリスク状況を明らかにしようとしたのである。
3　基準書105号の実施状況に関する実態謂査
　基準書105号は1990年6月15日以降に期末を迎える会計年度から適用されて
いる。墓準書105号による開示が最も要求されると思われる金融機関について，
その実施状況の実態をKPMGの調査帥により示してみよう。
　調査対象はアメリカの銀行で，総資産額からみた上位100行である。
　（1）表示された105号の情報
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1992隼　9ユ年　90年
①オフ・バランス・シート・リスクをもつ金融商品
　の範囲，性質および条件についての情報　　　　　　　95　97　90
②オフ・バランス・シート信用リスクをもつ金融商
　晶の信用リスクに関する情報　　　　　　　　　　　　72　63　79
③すべての金融商晶について信用リスクの集中に関
　する情報　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　54　66　50
　464
　　　　　　　　　　　FASBの金融商品の開示について12）　　　　　　　　　　83
　（2）オフ・バランス・シート・リスクをもつ金融商晶の範囲，僅質および条
　　件に関する情報の開示箇所
①コミットメントおよび偶発事象の注記にのみ　　243020
②独立したオフ・バランス・シートの注記にのみ　　54　53　60
③他の注記にのみ　　　　　　　　　2　4　6
④経営者による解説と分析の箇所のみ　　　　　　1　1
⑤上記の組み合わせ　　　　　　　　15　g　1o
⑥開示していない　　　　　　　　5　3　3
　（3）開示されている金融商品
①信用供与コミットメント
②スタンドバイ信用状
③信用状
④金利スワップ契約
⑤外国為替契約
⑥金融先物
⑦オプション契約
⑧証券売買のコミットメント
⑨　その他
　（4）開示されたオフ・バランス・シート信用リスク情報
①銀行のオフ・バランス・シート・リスク管理政策
　に関する一般的情報
②信用リスクの定義
③市場リスクの定義
④オフ・バランス・シート・ポートフォリオにおけ
　るリスクの集中に関する説明
95
91
62
80
59
56
39
17
32
90
88
44
76
53
45
36
12
30
93
86
58
83
51
63
36
18
37
77　　87　　79
23　　47　　50
14　　工7　　18
41　　40　　25
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⑤信用リスクをもつと思われるオフ・バランス・
　シート金融商品に関する具体的金額　　　　　　　　　65　61　83
⑥信用リスクが集中している金融商品に関する具体．
　的金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　20　　22
⑦債務不履行の場合のリスクの具体的金額　　　2　4　17
　（5〕信用リスクの集中した金融商品に関連した情報の開示箇所
①信用リスクの集申についての独立の注記にのみ
②金融商品にっいての独立の注記の中でのみ
③貸付の注記の中でのみ
④コミットメントと偶発債務の注記の中でのみ
⑤他の注記の中でのみ
⑥経営者による解説と分析の箇所でのみ
⑦上記の組み合わせ
⑧開示されていない
14
23
3
7
4
49
13
11
5
4
15
40
12
　（6）信用リスクの集中を開示するために用いられた方法
①ドル額による　　　　　　　　123942
②パーセンテイジによる　　　　　　　13　7　4
③著しい信用リスクの集中はないとする記述
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　3　　　6
④上記の組み合わせ　　　　　　　　18　10　32
．⑤　開示されていない　　　　　　　　　　　　　　　48　41　16
　17）オン・バランス・シート信用リスクの集中を開示するために用いられた
　　分類
①地域のみ　　　　　　　　　　9　4　1
②産業のタイプのみ　　　　　　　　6　14　13
③ポートフォリオのみ　　　　　　　71220
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⑤開示されていない
FASBの金融商品の關示について12） 　　　　　　85
19　　19　　48
59　　51　　18
　以上の調査から次のことが分かる。
（1）オフ・バランス・シート・リスクをもつ金融商品についての情報はほとん
　どの銀行が開示している。そしてその開示の半数以上は独立のオフ・バラン
　ス・シート金融商品に関する注記で行われており，他の注記の中で開示され
　ているのを含めるとほとんどが注記の中で開示されている。
（2）銀行のオフ・バランス・シート金融商品として8割以上の銀行があげてい
　るものは，信用供与のコミットメント，スタンドバイ信用状，および金利ス
　ワップである。これに続き5割強の銀行があげているのが，信用状，外国為
　替契約および金融先物で，オプション契約をあげている銀行は4割以下であ
　る。
（3）オフ・バランス・シート・リスクに対する方針を明らかにしている銀行が
　8割前後あり，オフ・バランス・シート信用リスクについて具体的な金額を
　6割以上の銀行が示している。信用リスクの定義の記載は基準書105号の導
　入時には多くみられたが，定着するにつれ減少している。
（4〕信用リスクの集中に関しては，これについての独立の注記で開示する銀行
　より，金融商品に関する注記の中で示している銀行の方が多い。信用リスク
　の集中としては地域が増えてきているが，産業，ポートフォリオとほぼ同じ
　ぐらいで，特に多いところはない。
4　基準書105号による開示例
基準書105号に基づく具体例として金融機関のJPモルガン（1992年度）お
よび製造業のゼネラル・モーターズ（GM）（1991年度）の開示をみると，
以下の通りである。
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（1）J，P．Morganの1992年12月期年次報告書
　JPモルガンは財務書類に対する注記18においてオフ・バランス・シート
　金融商晶，注記19において金融商品の集中に関する情報を以下のように開
　示している。
18．オフ・パランス・シート金融商品
　J．Pモルガンはオフ・バランス・シート金融商品を含む様々な取引を行っている。こ
れらの商晶は，リスク管理，トレーディング，および顧客の財務上の二一ズを満たすた
め，または，J．P．モルガンの所有するトレーディングおよび資産負債管理目的で使用さ
れ，そして，さまざまな信用および市場リスクの程度により影響を受ける度合いも異
なってくる。オン・バランス・シートおよびオフ・バランス・シートの金融商晶に関連
した信用リスクおよび市場リスクは総額を基礎として監視されている。本年次報告書中
の監査済財務諸表には参照付記がなされていないが，オフ・バランス・シート金融商品，
それに関するリスク，およびそのようなリスクの管理の詳細については，「財務状況の
概要」の「オフ・バランス・シート金融商品」および「リスク管理」の項を，また，オ
フ・バランス・シート・エクスポージャーおよびリスク基準資本相当額に関する詳細な
情報については，「資本および資金調達の分析」の「リスク比率により調整後資産」の
項を参照されたい。
派生商品
　派生商品には，先物，先渡し，スワップおよびオプションが含まれている。これらの
派生商晶の取引は金利，外国為替，株式および商品市場において行われる。
　これらの商品の想定元本は取引残高の金額を表すが，そのような取引の市場リスクま
たは信用リスクに関連した損益の可能性を表すものではない。派生商品の市場リスクは，
金利や外国為替相場の変動による価値の変動および社債，株式または商品の価格変動の
可能性により生じる。我々は，通常，相殺取引を行うことにより市場リスクに対する
我々のエクスポージャーを軽減させている。派生商品の信用リスクは，契約相手の契約
上の債務の不履行の可能性より生じるものである。そのような債務不履行の影響は，派
生商品の契約の市場価値が変化することによって変動する。与信エクスポージャーは，
派生商品が肯定的な市場価格を持つ特定の時点に存在する。J．P．モルガンは，その市場
リスクを信用力のある契約相手と取引を行い，適当であれば担保を取得する。そして
徐々に法的拘束力がある基本的差額決済契約を結ぶことを要求することにより抑えよう
と試みている。これらの契約は，債務不履行または当該契約のその他の取消が起こった
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（単位：十億ドル）　　　　　　　　　　　　1992年　　1991年
87
外国為替契約：
　直物，先渡しおよび先物契約
金利および通貨スワップ1
　金利スワツプ
　通貨スワツプ
その他の先渡し，スワップおよび先物：
　金利先物
　F　　R　　A
　社債契約㈲
　各種市況商晶契約およぴ株式派生商品
オプション契約：
　金利オプション買建
　金利オプション売建b〕
　外国為替オプション買建
　外国為替オプション売建
　各種市況商品および株式オプション買建
　各種市況商品および株式オプション売建
262．2　　　　215．0
367．7　　　　249，3
85，4　　　　　79．8
112，1
65，1
26，7
19．7
144，3
88，9
45，1
42．0
　9．3
　9．9
72．ユ
63，8
18．5
8．5
70，2
55，5
29，0
33．9
5．6
4．2
1・〕社債契約は圭に公表されるべき有価証券から成っている。
lb〕1992年および1991隼12月31日の社債についての売買オプション契約，そ
　れぞれ26億ドルおよび9億ドルを含んでいる。
際に同一の契約相手と交わされている契約の差額決済をもたらす竈これらの商晶に関す
る現金の受渡しの日付は．契約文書に盛り込むことにより決定される。
　12月31日現在の派生商品の想定元本総額の内訳は，上表のとおりである。
　トレーディング目的で利用される外国為替契約，金利スワッブおよび通貨スワップ，
その他の先渡し，スワップおよび先物およびオプション契約に関する損益は，その都度，
「トレーディング収益」として計上されている。オプション契約を除いて，これらの契
約における未実現利益は，未実現損失を差し引いて，貸借対照表に計上されてい私オ
プション買建および売建契約の時価は，総額で連結貸借対照表上に計上されている。
　1992年3月に公表された米国財務会計基準審議会インタープリテーション第39号「特
定の契約に関する金額の相殺」を適用する結果，J．P．モルガンは未実現利益を資産とし
て，未実現損失を負債として，1994隼度の期首の貸借対照表に計上することを要求され
る。法的拘束力のある基本的差額決済契約が実行される時に同一の契約相手との間で実
行する複数のスワップ，先渡しおよび同様の契約について未実現損益を相殺することが
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引き続き容認される。
　12月31日現在の連結貸借対照表に計上されていない与信エクスポージャー，すなわち
未実現損失を差し引いた未実現利益の金額は，次の表に要約されている。表に示されて
いる与信エクスポージャーの金額は主にスワップ契約についての基本的差額決済契約の
影響で軽減されている。
（単位：十億ドル）
与信エクスポージャー：
外国為替契約
　金利および通貨スワップ
　その他の契約
ユ992年　ユ99ユ年
5，9　　　5．9
8．3　　　8．6
0．5　　　0，2
与信エクスポージャー合計　　　　　　　　　　　　　　　14，7　14，7
控除：連績貸借対照表上に資産として計上されている金額　　1．0　　6．4
連結貸借対照表に計上されていない与信エクスポージャー　　13．7　　8，3
　1992年1月1日より，トレーデイング・スワップ・ポートフォリオの時価は，一般に
行われている報告慣行に従い「商品有価証券」に含まれている。すなわち，スワップ契
約に関連した未収入金の金額は総額でなく貸借対照表上未払金を差引ている。この報告
における変更は，貸借対照表に計上された資産の金額を減額させる効果があり，それに
よって，オン・バランス・シートとして計上されない与信エクスポージャーが増大する
効果が生じ乱表に示されている1991年度の数値については，この変更を反映して修正
再表示されたものではない。
　業界債行に従って，契約上の決済日の到来していない有価証券売買に対する未収入金
および未払金は，連緒貸借対照表に純額で記載されている。1992年および1991年の各12
月31日現在でそれぞれ67億ドルおよび79億ドルの購入済有価証券に対する未払金は，
1992年および1991年の各12月3ユ日現在でのそれぞれ16億ドルおよび21億ドルの売買決済
日における未収入金，純額となるように，売却済有価証券に対する未収入金との差額
べ一スで計上された。
与信関連金融商品
　与信関連金融商品は，信用供与コミットメント，スタンドバイ信用状および保証なら
びに有価証券貸付補償を含んでいる。これらの商品の契約上の金額は，与信実行後に顧
客の債務不履行があった場合，および現存の担保の価値がなくなった場合のリスク金額
を示している。信用供与コミットメント，スタンドバイ信用状および保証の大部分の金
額は，貸付が実行されずに終了または満期となるので，与信関運金融商晶の契約上の金
額の合計は流動性を示すものではない血これらの商品に関する信用リスクは，顧客の信
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用度，および，もし何らかの担保があればその担保価値によって変化する。信用供与コ
ミットメントは通常，貸付実行を行うまでの段階で一定の与信関遵の契約条件を満たす
ことを顧客に義務づけている。担保は，有価証券貸付補償に関連して要求されている。
信用僕与コミットメント，スタンドバイ信用状および保証に関する市場リスクは，重要
ではないが，信用市場の変動の有効性および接近性として存在する。
12月3ユ日現在の与信関連金融商品の契約総額の内訳は，次の表のとおりである。
（単位：十億ドル）
信用供与コミットメント
スタンドバイ信用状およびその他の信用状ならびに保証
有価証券貸付補樹乱〕
1992年　199工年
37，1　　　36．2
1ユ、9　　　11，6
17．4　　　8．9
1・〕1992年および1991隼の各12月31日現在，J　Pモルガンは有価証券貸付補償を供与する
　ため，それぞれ174億ドル．89億ドルの現金およびその他の担保を取っている。
信用供与コミットメント，スタンドバイ信用状および保証の残存期問の内訳
　1992年12月31日現在の信用供与コミットメント，スタンドバイ信用状および保証の残
存期間の内訳は次の表のとおりである。主要業種の最終債務履行者別にみた1992年およ
び1991年の各12月31日現在のスタンドバイ信用状および保証に関しての与信残高は次の
表のとおりである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1年以上　　　　　　ユ992年　　199ユ年
　　　（単位：十億ドル〕　　　　　　1年未滴　5年未満　5年以上残高金額残高金額
信用供与コミットメント
スタンドバイ信用状および保証：
　銀行以外の金融機関
　政　　　　府
　銀　　　　行
　その他の業種
協調融資における当社与信額
合　　　言十
13，2　　　　19．9　　　　　4，0　　　　37、ユ　　　　36，2
3．2　　　　　0．2　　　　　0．ユ
O，3　　　　　0．4　　　　　0．2
0．5　　　0．1　　　　－
2．8　　　　　1．8　　　　　ユ。4
3．5　　　3，5
0．9　　　0．6
0．6　　　0，3
6．0　　　6．2
6．8　　　　　2，5　　　　　1．7　　　　ユ1．O　　　　1O．6
0．5　　　　　0．3　　　　　0．1　　　　　0．9　　　　　1，0
7．3　　　　　2．8　　　　　1，8　　　　11，9　　　　11．6
19．金融商品の集中
J，P一モルガンの顧客，ならびに当社のオン・バランス・シートおよびオフ・バラン
ス・シート上の金融商晶の契約相手は，世界経済の多様な分野（特に米国およびヨー
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ロッパ）で営業しており，政府，銀行および銀行業以外の金融機関も含んでいる。
　次の表に要約されているのは，1992年および1991年の各12月31日現在の最終債務履行
者の業種別および地域別にみたJ．P．モルガンのオン・バランス・シートおよびオフ・バ
ランス・シート金融商品に関するリスクの金額である。オン・バランス・シート商品に
関連する金額は，簿価べ一スでの貸出金，投資および商品有価証券，売戻条件付契約，
利付銀行預け金およびその他の資産を含んでいる。オフ・バランス・シート商品に関連
する金額は，契約上の金額（信用供与コミットメント，スタンドバイ信用状および保証
ならびに有価証券貸付補償の場合），未実現利益（外国為替契約，通貨および金利ス
ワップならびにその他の先渡し，スワップ，および先物契約の場合）および契約上の決
済日の到乗していない売却済有価証券の未収入金である。以下に含まれている未実現利
益は，法的拘束力のある基本的差額決済契約の効果により減額されている。以下の1992
年およびユ991年の各12月3ユ日現在における合計金額1，920億ドルおよび1，784億ドルには，
オフ・バランス・シート・エクスポージャーがそれぞれ897億ドルおよび756億ドル含ま
れている。以下の金額は，1992年および1991年の各ユ2月31日現在で，主として貸出金，
売戻条件付契約，有価証券貸付補償および売却済有価証券未決済残高に関連する担保そ
れぞれ475億ドルおよび354億ドル（J．P．モルガンにとってこれらの信用リスクを制限す
峰位：十億ドル）12月31日現在
1992隼度
米　　　国
欧　　州㈲
アジア太平洋地域
米国を除いた西半球
銀行以外の　　　　　　　　その他
金融機関　　政　府銀　行の分野合　計
38，4　　20．4　　ユ2，8　　44．6　　1！6，2
16，6　　16．8　　　ユ4，8　　12，2　　60．4
1．ユ　　　2．0　　　3．5　　　2．2　　　8．8
I．O　　　1．9　　　1．1　　　2．6　　　6．6
57，1　41，1　32．26ユ．6＝出　！92．O
現金担保および市場性のある有価証券担保　　　30．5　　2－7　10．4　　3，9　47．5
1991年度
米　　　国
欧　　州‘引
アジア太平洋地域
米国を除いた西半球
3ユ．9　　　25．1　　　　9，6　　　43，3　　1C9，9
14－3　　　12，9　　　14．3　　　ユ1，4　　　52．9
0．9　　　0．9　　　6．O　　　1．2　　　9，O
1．O　　　1．9　　　ユ．3　　　2．4　　　6．6
48，1　　40，8　　31，2　58．3ω　　178．4
現金担保および市場性のある宥価証券担保　　　　20，8　　2．2　　6．4　　6，0　35．4
1・〕中東およびアフリカを含む。
（b〕1992隼および1991年の各12月31日現在で，1つの繁種に対する与信残高で60億ドルを超
　えているものはない。
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るために使用可能である）を考慮していない。銀行にとっての必要資本額の算定根拠と
なるリスク基準資本では，与信リスクを考慮に入れると同時に受け入れている担保内容
も重要な要素となっている邊
　（2）GMの199！年12月期年次報告書
　GMは財務書類に対する注記20オフ・バランス・シート・リスクを伴う金融
商晶で金融商品に関する惰報を次のように開示している。
20．オフ・バランス・シート・リスクを伴う金融商晶
　当社は通常の営業過程で金利及び為替レートの変動に備えるため，また顧客の二一ズ
に応じるために，オフ・バランス・シート・リスクを伴う金融商品に関与しています。
金融商晶には，信用供与コミットメント，為替及び金利の先物予約（例えばスワップ契
約）およびオプションが含まれます。また程度の差はありますが，与信条件，金利為替
リスク等，連結財務書類上認識される金額以上のリスクを含んでいます。これら金融商
晶の契約上または概算上の数値は当杜の各特定の金融商晶に対する関与度を反映してい
ます。
外国為替予約
　外国為替予約とは，二者問で契約日に一定のレートで外貨の売買を行うための法的合
意です。契約は引渡し及び清算を伴います。当社は外貨建ての資産及び負債に関する為
替レートの変動によるリスクをヘッジするためそのような為替予約を利用しています。
199ユ年ユ2月31日およびユ990年ユ2月3ユ日現在当社の予約額は各々約8，859百万ドルおよび
14，227百万ドルでした。
外国為替オプション
　外国通貨取引に伴うリスクをヘッジするために当社はまた将来第三者と契約レートで
外貨を売買することが可能な（要求されるわけではない）為替オプションを購入します。
当該オプションのオプション料を補うため，時には当社は購入したオプションおよび先
物予約のヘッジ効果を制隈はしても完全には除去することのない行使価格で反対オプ
ションの売手となることもあります。
　1991年12月31日およびユ990年12月3ユ日当社は各々約3メ42百万ドルおよび2，5迅7百万ド
ルの外貨のオプションの売手となっていました。
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金利及び抵当契約
　当社は金利エクスポージャーに備えるため，主に金利先物予約またはオプションを利
用します。金利先物予約とは当社と第三者との問で契約期間に亙って，定期的に，基礎
となる元本の決済なしに固定及び変動金利の支払を交換する契約です。金利オプション
では，オプション購入者に後日の金利支払を交換する権利が与えられていますが，必ず
しも実行する必要はありません。199ユ年12月31日現在およびユ990年ユ2月31日現在オフ・
バランス・シート・リスクを伴うこれら取引の総額は概算で各々約7，354百万ドルおよび
7，787百万でした。
　当社は他に，あらかじめ決められた日に，抵当権及び低当証券の購入および売却をす
る契約をかわしています。これら契約の総額は1991年12月3ユ日現在売予約がユ，644’百万ド
ル，買予約が1，018百万ドル，1990年ユ2月31日現在売予約が工，773百万ドル，買予約が373
百万ドルでした。
与信限度の未使用枠
　当社はデイーラーに対し与信隈度を設定しており，1991年12月3ユ日現在の未使用枠は
425，8百万ドルおよび1990年12月3ユ日現在の未使用枠は55ユ．ユ百万ドルでした。199ユ年12
月31日現在および1990年12月3ユ日現在の総与信限度額各々59％および34％は，一般に
ディーラーの棚卸資産や不動産により担保されています。与信限度枠の多くが未使用の
まま期限切れになると考えられるので，当社の総与信限度額が必ずしも当社の将来の流
動性の必要額を示すものではありません。
信用リスク
　前記の先物予約，オプション・与信限度等の取引には、相手先の契約不履行というリ
スクが含まれています。しかし当社では契約先を大手の国際的な銀行及び金融機関に限
定することにより，これら先物予約及びオプションに伴うリスクを最小隈にとどめてい
ます。マネジメントはまた与信限度の未使用枠に関する規定を融資期間の延長に関する
規定と同じ規定にすることによりそれに伴うリスクを減らしています。マネジメントは
相手先に契約不履行による損失は発牛しないと予想しています。当社は与信限度に関す
る場合を除いてこれらの金融取引において，相手先に担保の提僕を要求していません。
　ゼネラル・モーターズは，全世界に及ぶ顧客，デイーラー及び関運会社と取引があり，
これらの取引先からの受取勘定および取引先への保証は十分に多様化され，かつ多くは
抵当により担保されています。その結果，マネジメントの意見では，著しい信用リスク
の集中はありません。
（未完）
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